
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 44 54 64 84

実績 34 45 52 57

達成率 ％ 102.3% 96.3% 89.1%

目標 400.0 420.0 440.0 480.0

実績 379.0 393.0 420.0 455.0

達成率 ％ 98.3% 100.0% 103.4%

目標 18.0 20.0 22.0 26.0

実績 15.0 16.0 17.0 17.8

達成率 ％ 89.4% 85.5% 80.9%

目標 55 60 65 75

実績 43 33 13 30

達成率 ％ 60.0% 21.7% 46.2%

目標 ー ー ー 25.0

実績 10.0 9.9 10.9 13.6

達成率 ％ ー ー ー

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

農林振興課 目原　康弘 200
（令和4年度）

コード Ⅳ-11-19 施策名 農林業の経営基盤強化と担い手育成

施策の方針 おいしく安全な食材を創り活かす

竹林整備面積【累計】 竹林整備面積
ha

24.0

まちづくり
の方針

魅力ある資源を市民が創り活かし、人が集まりにぎわうまち（産業・観光）

５年後の
めざす姿

「地域の農地は地域で守る」という意識を高め、継続的に就農者の確保や農地集積を図り、集落単位の農業の強化を図ります。農業後継者グ
ループの育成や農業・農産物に関する啓発活動など、地域の実情に応じた生産性の向上や安定的な農業収入の確保をめざします。
林業においては、健全で豊かな森への整備促進を図りながら効率的な施業につなげることで、森林所有者の所得向上と森林整備への意欲増
進をめざします。

施策の内容

・集落営農の推進及び新規就農者支援します。
・集落機能及び集落環境の保全を行います。（中山間地域直接支払交付金、多面的機能支払交付金）
・荒廃した竹林を整備することにより、タケノコや竹材が生産できる「優良な竹林」にしていきます。
・有害鳥獣被害対策として防護柵を設置し、農作物被害の軽減を図ります。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

有害鳥獣被害を軽減させるための
防護柵設置距離【累計】

防護柵の設置距離
㎞

460.0

新規就農者数【累計】
農林業技術取得のための研修
等卒業生の新規就農人数

人
74

食農教育の推進(学習会)及び植付・
収穫体験実施回数

学校や個人を対象とした学習
会の実施回数

回
70

中間管理機構を通じた利用権の設
定【累計】

利用権設定面積
ha

20.0

指標の分析

・　新規就農者は、ピーマン生産者を中心に順調に推移していますが、研修応募者が減少傾向にあり、年度目標に届きません
でした。
・　有害鳥獣被害を軽減するため、防護柵を国の補助金により設置しており、地区からの要望に応えることが出来ています。
・　竹林整備については、土地所有者から要望が減少しているため、目標達成までには至っていません。
・　食農教育は、新型コロナウィルスの影響により実施回数を増やすことが出来ませんでした。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

強化領域 2.58 1.89

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」が高く、「満
足度」は低い「強化領域」に位置しており、取り組みの強化が
求められています。

市民意識調査
結果分析

令和4年度実施のアンケート結果では、「強化領域」に位置し
ているため、目標達成のための予算の確保や補助制度の周
知・啓発活動への取組みが必要です。

令和5年度以降
の課題

・新規就農者は増加傾向にありますが、中山間地域でも特に山間の水田や畑の維持保全に対する方針を打ち出す必要があり
ます。また、優良農用地においては、高収益作物の作付けなど複合的な作付け経営を推進し、経営の安定化を図る必要があり
ます。
・有害鳥獣対策として、今後も防護柵の設置や捕獲による個体数を減らす事業を進めていくが、餌となる農作物の放置やひ
そみ場所などを無くす集落環境対策についても推進する必要があります。

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
農林振興
課

○ 80,535 694,404 285,905 継続 ○

2
農林振興
課

5,834 4,476 5,250 継続 ○

3
農林振興
課

15,498 15,809 15,865 継続 ○

4
農林振興
課

6,497 7,588 7,429 継続 ○

5
農林振興
課

○ 33,110 27,917 30,412 継続 ○

6
農林振興
課

16,087 19,413 25,395 継続 ○

7
農林振興
課

○ 70,364 86,249 111,000 継続

8
農林振興
課

○ 40,458 53,441 61,485 継続 ○

9
農林振興
課

○ 1,755 1,293 3,108 継続 ○

10

270,138 910,590 545,849 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

活力あふれる園芸産地
整備事業

園芸品目の機械・施設整備に係る補助

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

竹林・里山再生事業
間伐による優良竹林化や作業道開設に
対する補助

大分の茶産地強化対策
事業

茶産地育成のための植栽・機械整備に係
る補助

中山間地域等直接支払
交付金

中山間地域における農業生産の維持、多
面的機能の保全に係る交付金

水田農業構造改革事業 経営所得安定対策等事業の推進補助

多面的機能支払交付金
協定締結集落の共同作業による農地、農
業用施設の維持管理、環境保全型農業に
取り組む市内農業者への直接支援

農業後継者就農促進事
業

農業就農者（後継者）の増加を図るため、
「アグリ起業学校」（ピーマン学校）や
ファーマーズスクールなど、県・JA・ピー
マン部会・市等が連携して行う支援事業

青年就農給付金事業 50歳以下の新規就農者に対する給付金

有害鳥獣対策事業
イノシシ、シカ、サル、小動物の侵入を防
止する柵設置に対する補助

合計

進捗状況

補助制度を活用し、推進品目の産地拡大、ブランド化を引き続き推進していきます。
有害鳥獣対策については、防護柵の設置やイノシシなどの捕獲に加え、集落環境対策についても推進します。
竹林整備については、森林組合等と連携しながら事業の推進を図ります。

課長評価

概ね順調
目標を達するため、

現状維持とする

-

実施年度 内部評価

令和３年度
実施済

-

外部評価 評価のコメント
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2.54


